
市民検討委員会の発表概要（施設機能）　ｖｅｒ．２
項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

全体

・ロック・ポップス・ジャズなど、メジャーどころのコン
サートを小田原で行いたい。
・市民ミュージカルなどを行いたい。

わないホールそし、使いやすさと音の良さで日本
一のホールをつくりたい。

・多目的なホール。
・プロセニアム形式の舞台。
・オーケストラピットは、整備コストを踏まえた検討が
必要である。
・シンプルで使いやすいホール計画とする。

らしさに気付いていないと思う。良さを伝えられる
ホールが出来ればいい。
・大ホールは講演会などの利用も多い。

・色々な催しに利用したい。
・入場料金がとれる事業がしたい。

・市民ミュージカルやロック、ポップスなどについては
ホールとして対応できる。
・オーケストラピットについては、本来の使い方の他に
前舞台としてや障がい者のリフトとしての使い方も想定
できるためあった方が良いと考える。
・「十分にオペラが上演できるように」というキーワード
は、演劇系、音楽系、両方を満足させる機能を備える
ことを意味するということで良い。
・オペラは問題なく上演できる。極端なことを言えば、
オーケストラピットがなくても上演できる。
・コストのことを考えると、設備の一部は借りてくることな
どで対応し、あまり重装備なホールにしない方が良い
と考える。
・映画を上映するのであれば、上映ごとに持込むという
選択肢もある。
・大ホールについてはほぼ全ての班で意見が一致と
いうことなので、今後具体的な検討に入っていけるの
でないか。
・大ホールロビーを展示スペースとして貸出すのは現
実的には難しい。なぜなら、そのスペースを展示場所
として貸出した場合には大ホール自体が貸せなくなる
からである。

舞台

・大ホールの舞台について、ミュージカルなどのこと
を考えると、間口10間、奥行5間などが必要。

・間口は8～10間、上手・下手の袖は4～5間、奥行
は6～8間程度を想定してはどうか。
・手引きバトンと電動バトンについて要検討の必要
がある。
・専門委員会では、大ホール間口を6間に可変し、
そこで行うことも提案されていたが、小田原には
300名程度のバレエの需要は凄く多い。

・舞台の設備として字幕スーパーが必要である。 ・手引きバトンを十分に操作できる技量を備えた舞台
技術者は尐なくなってきている。また今日では高い性
能を備えた動力バトンが増える傾向にある。
・全国的に新しく整備される主要な施設では、動力バ
トンを導入する傾向にある。

客席

・客席、1,000～1,200席で、500席や700席といった
ように、中ホール規模のホールとしても利用できるよ
うにして欲しい。
・車椅子席が客席の端に追いやられないようにして
欲しい。
・ホールのドアの側に、スタッフが座れる収納式の椅
子を付けて欲しい。

・どこの席からも観やすい客席構造を検討する。
・神奈川芸術劇場の3階席は怖かったので2階席ま
でとし、多層バルコニーは防災上の観点からも避け
たい。

・座席の前後左右をゆったりととり、高級感のあるも
のにして欲しい。
・座席はメンテナンスの行いやすいものにして欲し
い。
・サイトラインに配慮し、千鳥配置を検討する。
・車椅子席、ベビーカー置き場をしっかりと取って
欲しい。
・バルコニー席を設けて欲しい。
・オーケストラピットが必要である。

・客席はゆったりとした感じも必要だが、劇場として、席
が近いことによる観客同士の一体感があってもよいの
ではないか。あまりゆったりとしていると間延びした印
象になってしまう。3時間程度は座っても身体が痛くな
らないことを前提に、劇場・ホールの鑑賞に適した座
席とした方が良いのではないか。

その他

・子どもが泣いても気にならない部屋、別の空間で
親子で鑑賞できる親子室が欲しい。親子だけでは
なく、障がい者の方なども利用できたらいいのでは
ないか。

・舞台裏に使いやすい通路を整備する。
・映像設備もほしい。
・音響設備の周波数についても十分に検討するこ
と。
・大ホールに附属する練習室がほしい

・内装は木を使用したい。寄木細工も取り入れてい
きたい。
・完璧なオペラが上演できるような設備が欲しい。

大ホール

資料１-１ 



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

全体

・小ホールについては二宮のラディアンが音響がい
いのではないか、参考にしてほしい。
・小ホールについては班の中でも大変もめた。
・南足柄はあまりいい小ホールではないが、稼働率
が70％を超えている。小田原に音のいいホールを
つくるともっと利用率が上がるのではないか。
・特に、小田原ではピアノや歌を行っている先生が
多いので、音にこだわったホールとしたい。
・小ホールは音に特化した、日本一のホールを目指
したい。
・是非、全国に誇れ、近隣の人が使える、料金も安
い、固定椅子を備えた小ホールをお願いしたい。

小ホールがよい。小ホールを使いたいが、これま
でなくて市外で活動している団体が多いので、そう
いった人たちの意見も聞いて欲しい。
・他班の意見を聞いていると、小ホールは多目的
でまとまってきているように思う。

・小ホールにも防音で音出しができる部屋が必要
ではないか。
・小ホールは音楽寄りの多目的ホールという方向
でまとまった。

・小ホールの基本的な設備は、大ホールと同じよう
に計画する。
・市民参加、幼稚園、小・中学校の利用、えっさほ
いの練習、発表会など子どもをメインとした活動を
色々とやって欲しい。
・子どもたちが本物を鑑賞できる事業を行ないた
い。小規模でも音楽会、演劇会、映画会を行いた
い。
・大ホールでは行えないような小編成のジャンルを
問わないコンサート、良質のものを上演して欲し
い。
・自分が劇団を主宰しているので、芝居小屋をイ
メージしている。現在は横浜や下北沢を利用する
しかないので、小田原にその空間が欲しい。

・外国の文化を発表したい。
・子供達に古典芸能を鑑賞させる機会を設ける。
・小ホールは演劇と音楽の両方に利用できる多目
的とする。今の技術があれば音楽と演劇両方の
機能が担保できるので、そこは専門家に任せ、ど
う使うかは市民が頑張る。

・小ホール機能の一部がリハーサル室で代用できるの
ではないかという意見は重要な視点である。
・芝居小屋が欲しいというのは、結果的に芝居小屋に
なればよいということである。紀伊國屋ホールや本多
劇場では、アマチュアが使うには尐し大きい。ザ・スズ
ナリや相鉄本多劇場程度だと相当コンパクトになり、小
田原でも実現できるだろう。こういった声を詰めること
で実現できることが沢山あると思う。
・小ホールでは、古典芸能と外国文化という明確な
キーワードも出てきた。これをどうするかについても考
えていかなければならない。
・古典芸能系の稽古には太鼓を用いることがあるの
で、他の団体との利用の兼合いに配慮が必要である。
支援系機能の部分で検討していきたい。
・マルチスペースを利活用して小ホール機能の一部を
担わせるという新しい視点を見つけられたことが良かっ
たのではないか。
・小ホールについては、可動式の可能性を残したの
は、表現機能を残せたという点ではひとつの検討結果
と考える。

のは十分可能である。

・平土間と固定客席で意見が分かれた。
・固定客席と平土間のふたつの選択肢があり、どち
らかだけとは決められない。
・固定席と平土間・ロールバック式の2つを造ればい
い。
・音楽系の固定客席のホールと、平土間のホールで
方向性をわけて整備する。
【固定席】
・藤沢市以西に固定椅子を持つ本格的な小ホール
をもった公立ホールがない。
・平土間のホールは多くあるが、近隣の公立ホール
に固定客席の小ホールがなく、整備すべき。
・ロールバックが嫌な意見として、歩くと音がする、可
動式は使い勝手が悪い、座り心地が悪い、足音が
響く、すきまが危険、落ち着かない、咳やくしゃみを
しただけで椅子が揺れる、メンテナンス費用がかか
るといったことが上げられた。
・ロールバックの客席に不満を持つ方や団体は尐な
くない。
・固定椅子で、音に特化した小ホール。市内では演
劇よりも音楽の利用が多いと感じる。
・小ホールは市民利用が多くなるので、200～300席
の音響の良い固定式が、市民にとっては一番利用
しやすいのではないか。
・使い勝手第一で、日本一を目指したい。

・展示との共用は認めたくない。
・固定式の多目的ホールと平土間のホールで意見
が分かれている。
・音楽あるいは演劇のためのホールかで意見が分
かれている。
・音楽用にすると演劇用の舞台設備が制約され、
音楽用にすると台詞の明瞭度が制約される。
・多目的にした場合、演劇・音楽共に制約される。
【固定席】

・固定客席にするか平土間にするかで意見がまと
まらなかった。
・演劇・音楽・ダンスなど様々なジャンルの人が使
えるので平土間の方が良いのではないかという意
見がでたが、固定式の方が良いという意見もあっ
た。
・小ホールは固定席の多目的ホールとする。

【固定席】

・固定席か平土間かで意見が分かれた。
・固定席であれば、県西地区に固定席で充実した
ホールがないので、稼働率が上がるのではない
か。
・小ホールを平土間にするか固定客席にするかと
いうことで非常にもめたが、平土間として利用でき
る別のスペース（マルチスペース＝多目的ホール）
を確保することで意見がまとまった。
・小ホールを固定にするのであれば、プラスで300
㎡程度のマルチスペース（多目的ホール）を設置
することで対応する。また展示系の催しであれば、
展示系機能とマルチスペースを両方使うことや演
劇・音楽系の催しのリハーサルの場として利用でき
る。
・大ホール、固定席の小ホール、展示機能に加え
てマルチスペースが必要なのではないか。
・小ホールは固定席で造る。その対案としてマルチ
スペースをつくることで、リハーサルや展示など小
ホールを平土間で使いたいという用途に対応す
る。
【固定席】

・リハーサル室を第2小ホールにしようということが検討
のポイントだった。しかし、今後これを実際の図面に落
とし込んでみると面積の都合上、第2小ホールまでもが
整備できないこともある。その場合には、運営や利用
方法を含めた検討がさらに必要になっていくる。

【平土間】
・大ホールの主舞台と同じ床面積を確保し、リハー
サル室としても使用する。防音性能が必要なので、
地下の有効利用も考える。
・リハーサルや様々な催し物にも使用できるマルチ
な機能を備えた部屋を整備する。
・高さは4ｍ、ライティング設備も欲しい。また、ステー
ジの位置を自由に変えられたり、youtubeを利用でき
たり、様々なことが行なえ、若者による新しく多様な
活動にも対応でき、将来的に考えられる様々なイベ
ントに耐えうるものにしたい。
・特に、若者が自由な発想で活用できるスペースに
したい。
・平土間で行いたいような催し物は、リハーサル室の
ひとつを広く造り、そこで行えるようにする。
・平土間も捨てがたい。大ホールの主舞台と同じ床
面積のリハーサル室が欲しいという意見があり、そ
れを第2小ホールとし、平土間で200～300席の様々
な活動ができるマルチスペースとして計画する。
・平土間のホールは、色んな若い人たちが新しいこ
とをできるようなホールとしたい。

【平土間】
・平土間にした場合、展示用の特別な設備は不要
だが、展示にも利用できるように考える。

【平土間】
・平土間にして様々な活動が行なわれることや
様々な分野の団体が利用できるようにするのも大
事だと思う。展示に特化したい団体、大ホールに特
化したい団体、小ホールに特化したい団体などが
あるので、どのように特化したいかということについ
ても譲りあっていくことを考えていきたい。
・音響的には平土間形式の方がよいという意見も
あった。
・平土間、ひな壇の運び込み、壁にカーテン、暗幕
という意見もあった。

【平土間】

小ホール

客席



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

その他

・舞台裏に使いやすい通路を整備する。
・市内の施設との機能分担を考える必要がある。

・他の施設と機能の共有化を図った上で、市民会館機
能をどのようにまとめていくのかということは、今後市民
ホールの完成まで継続して考えていく必要がある。
・各施設間の連携は大変重要。近隣の既存施設も含
め、今後の展開を議論していく必要がある。

楽屋

・和室を1室整備して欲しい。
・楽屋の隣に練習室を造って欲しい。
・舞台モニターを設置してほしい。

・大ホール、小ホール専用の楽屋が必要である。
・シャワー室も整備する。

・近代的な楽屋が必要である。
・楽屋周りにピアノ付きで音だしが可能な楽屋が欲
しい。
・和室楽屋、シャワー室、練習室がほしい。

・和室楽屋をどうするのかは検討が必要。

トイレ
・女性トイレを多く造りたい。男性トイレよりも多めに
造ってほしい。
・女性トイレには節水の為に音姫を備え付けて欲し
い。

・女性トイレの個数は多く整備する。

搬入

・展示室のバックスペース、入口の反対側に搬入車
両が寄り付ける搬入口を造って欲しい。展示台など
重いものの搬入も考えられる。

・舞台後方からの搬入ができるようにしたい。

ロビー

・ロビー・ホワイエの居心地を良くし、社交場としての
機能を大切にして欲しい。愛を語れるスペース、誰
でも利用できる憩いのスペースがあればなお良い。

・ホール・ロビーは、美しくゴージャスにして欲しい。

大小ホール
付属諸室

小ホール



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

・小田原という地域を発信できる全国規模の公募展
など、有料の展示もどんどん行っていってはどうか。
・展示室はフラットな空間なので、展示だけではなく
ワークショップなどでも活用してはどうか。
・可動パネルは、簡便に移動ができるものがよい。
・天井高は4ｍがベストではないか。
・華道展示などを考えると展示室のバックスペース
には必ず水場を造ってほしい。
・使い方によればお茶などもできるだろう。そのため
の水場を造ってほしい。
・野外を利用して展示を行ったり、様々な利用がで
きる仕組みをつくっていきたい。

ホールとしてマルチなホールがあれば嬉しい。200
㎡位の大きさで良いのではないか。
・展示会と並行してワークショップを行い、市民を呼
び込んでいきたい。

・シンプルでパーテーションで区画できるようにした
い。
・大きな作品もあるので、そのことに配慮した搬入
口とバックヤードが必要である。
・天井にものを直接吊れる構造と設備が必要であ
る。
・展示壁には直接ピンが刺せれる仕様が必要であ
る。
・現代アートの展示も考え、電気設備等も整備す
る。
・電気設備等の増設が後からできるように配慮した
い。
・他の機能の併用は考えなければならないが、会
議室等との併用はやめるべきである。
・搬入動線と観客動線が重ならないように配慮す
る。
・高さは高く、広いほうが良い。
・控えや水場は別途設けるのではなく、区切って
使えるようにどこかに込んでも良いのではない
か。全体で面積は400㎡程度は必要。市の主催す
る展示会などのように大きい作品がメインなの
か、サークルなどの市民活動の作品展示がメイン
なのかで違ってくる。
・区切るとしたら、ドアが2つありでどちらからも入
れるようになると良い。

・神奈川県立美術館の巡回展、小田原ゆかりの作
家の展覧会、学校の書道や小田原ちょうちんの展
示などを行いたい。
・展示物のサイズを問わず、良い照明環境が必
要。天井全体がやわらかい照明が理想的である。
スポットは移動式とする。
・平面作品用の展示パネルは、上質のもので長く
使用できるものが良い。
・様々な展示に対応できる展示壁を採用して欲し
い。
・天井高について、平塚美術館程度の高さがあると
よい。
・床、壁は汚れに強い素材を使って欲しい。
・展示スペースでも、演劇・音楽などを発表できる
工夫をして欲しい。
・本当は小田原に美術館が欲しい。
・400㎡の展示スペースができれば、美術館でやる
ようないい展覧会ができると思う。
・学芸員をおいて、年間で自主企画を行ってほし
い。
・展示室は展示に特化したものにする。展示ス
ペース400㎡+バックヤード200㎡を確保するべき
という条件で施設を考えた。
・小田原では年1回大きな展示が必要となる期間
がある。しかし2つに区切って使うのでは400㎡で
は十分ではない。基本的にはリハーサル室で、そ
の時を含め年に何回かは、リハーサル室兼マル
チスペースを展示に使いたい。

・トークショー、参加型ワークショップなど、いつも何
か展示されていていきたくなる様な催しがある展示
室としたい。
・現代アートの魅力に触れるイベントを開きたい。
・大ホールに付随したロビー、けやきの展示室を利
用するという案もでた。
・インターネットの配線、ワークショップスペース、図
書館機能、水場、作品保護の空調・照明設備、
ミュージアムショップが必要である。
・天井の高さは4m必要
・展示スペースのバックヤードは、展示台や機材
を収納するために200㎡必要。展示室400㎡＋
バックヤード200㎡を確保したい。

支援系機能

・託児室を造ってほしい。空間を作るだけでなく、子
どもが泣いても外に音が漏れない遮音性能や裸足
で歩けるような安全性を確保して欲しい。
・託児が必要な事業が行われるかどうかは今後の事
業の在り方次第なので、先ずは託児室として使用で
きるスペースは確保しておく必要がある。
・託児室は、誰が責任を持って運営するのかという
課題がある。何か起こったときに客席内にいる保護
者を呼ぶ手段も検討していかなければならない。

・託児室は必要ではあるが、用途を限定してしま
う室が必要かどうかは検討すべき。

・託児室、キッズスペースが欲しかったという声が多
かった。大ホール・小ホールにひとつずつあれば
良いのではないか。子どもの声がホールに聞こえ
ないように、カフェなどの交流系機能の近くにまと
めればよいのではないか。
・市民活動サポートセンターの機能を入れ、打合
せや会議などのワークスペースとして利用できる
場所がほしい。

・諸室については、バックヤード以外に大変多くの検
討のポイントがある。
・託児室の問題は、今後の運営の段階で検討される
べきことだと考える。これからは、若いお母さん達にも
子どもを預けて公演を観る機会が与えられるべきだと
考える。今まで劇場に足を運んできたお母さんたちが
子育てで10年くらいホールに来られないと言うことは、
観客を失うということになる。
・親子室の提案は、将来的にもとめられる機能ではな
いか。
・子どもが自由に遊べるキッズルームがあれば、お母さ
んは子ども遊ばせてる間、散歩や読書をして過ごすこ
とができるので必要な機能だと考える。
・支援交流スペースでどんなのが必要かというのを
皆さんにお見せして議論した方がいいかと思う。ただ
し、スペースが限られているので優先順位を付けな
いといけない。

・まとめられた意見については取り込んでいきたいが、
展示機能＋αの部分をどのように考えていくのかは議
論が必要である。
・展示の搬入は、裏からは当然として、催し物が重なっ
た時には表側の建物入口からも搬入できるようにした
方が良い。
・展示室の壁はピンなどを打つので、消耗品として考
えた方が良い。
・他の諸室を展示機能の代用として利活用することや
展示室に他の機能を複合させることも検討する必要が
ある。しかし、まずは展示機能をしっかりと確保すること
が第一義的に重要である。
・今回の市民ホールにおける展示室の位置付けを小
田原の美術館だと考える人はいないだろうと考える。
・展示室がいつでも利用で埋まっているということが、
アートシーンの覚悟を決めるのだと考える。
・400㎡は、デパートの美術館よりも尐し広いので、場
合によっては展覧会ができることもあるだろう。
・展示系に関しては、バックヤードが大変に重要であ
る。
・美術館にガラスケースを用意することがあるが、博物
館ではないので必ずガラスケースにいれて展示しなけ
ればならないのは、掛軸や屏風など日本の古典文化
財くらいになるだろう。昨今の美術館では、フレンド
リーな形で作品を鑑賞できる。そのような展示スペース
ができれば良いと考える。
・お花やそれにともなったお茶会を考えれば、水場が
必要である。また、それがきちんと使えるものであれ
ば、素敵な展示スペースになるだろう。

流スペースでどんなことが必要かということ皆さんに
形としてお見せして議論した方がいいかと思う。ただ
し、スペースが限られているので優先順位を付けな
いといけない。

展示



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

リハーサ
ル室

・楽屋の隣に練習室を造って欲しい。 ・リハーサル室は大ホールを利用する時にウォー
ミングアップができるスペース。声出しや音出しが
でき、大人数の際には楽屋にもなり、楽器も置い
ておけるなどの多様性を持たせる。
・それぞれの室に固定的な名称ををつけると、固
定観念から用途が狭められてしまう可能性がある
ので、あまり捕らわれない方がいいのではない
か。
・リハーサルルームなど、兼用にしすぎると使い
く、音漏れも嫌煙される。そこが解決できるのであ
れば機能を兼ねても良いと思う。

・リハーサル室もマルチスペースであるが、演劇
公演も可能な設備を備えるということで意見がま
とまった。基本的には平土間だが、客席はロース
バックとするかスタッキングチェアで対応するかの
結論は出ていない。

・大ホール・小ホールに付属して、当日の音合わ
せ用にリハーサル室があったほうがよい。
・広さは１２０㎡と書いてあるが、どのくらいが適当
かはまだ分からない。

が、本番前に声出し、音出しができるリハーサル
室が必要という意味。

・リハーサル室・マルチスペースを充実させたいとのこ
とだが、何室いるのか、大・中・小の大きさはどうなの
か、具体的な検討する必要がある。
・リハーサル室の仕様がポイント。

マルチス
ペース

・練習室がほしい。
・リハーサルができるような練習室がほしい。

・マルチホールを整備してほしい。ここでは、利用
形態に応じて公演も行えるようにしたい。
・マルチスペースは飲食、音楽、展示も含めた交
流に使えたらよいと思うので、平土間で広さ300㎡
程度、大ホール主舞台の大きさ程度を確保した
い。
・マルチスペースは大ホールの主舞台と同じ程度
の大きさを確保する。飲食、創造、アートなど市民
が何をしてもいい、汚してもよい場が欲しいという
意味。尚かつ、大ホールの舞台で上演することを
この場で練習出来るようにしたい。
・マルチスペースの防音はある程度で良いと思
う。

で、いいアイディアである。

ペースを床を踊れるようにしたらいい

た。
マルチスペースという新しい要素が入ると、全体の面
積が過大になることが心配。

スタジオ

・スペースに余裕があれば欲しいが、管理が難し
いので無くて良いのではないか。学生の利用が中
心であれば、平日の昼間は稼働しない。

・本番使用のリハーサル室よりも、本番前に声だ
し、音出しができるリハーサル室が必要。

習のできるスタジオ機能は4部屋程度整備した
い。
・防音の練習室、スタジオというのは、キラリ☆ふ
じみをイメージしている。音が出せる練習ができる
小さなスタジオのこと。

当になくて大丈夫か。
・高校生や若い人がスタジオを利用することが、この
ホールの賑わいになると言う意見もあったので、賑わ
い創出と言う目的も併せて考えてはどうか。

その他

・アトリエ作業ができる場所、造りかけのものを保管
できる場所があるといいのではないか。
・ワークショップができる工作室などのスペースが隣
にあるといいのではないか。

外に活動がしみ出るようにして欲しい。通りに賑
わいをみせることで可能性が広がっていく。

はつけてはならない。

まちに開いていくことになるので、重要な視点と考え
る。
・料理教室もガラス貼りのところがあり、それが集客
につながっている。

を整理した方が良い。

配である。

では、スタジオ施設はホールとは切り離して整備され
ている。
高校生が集まるのはダンス系が多い。どこかに踊る
事のできる床を備えたスペースを整備すると良い。

交流系機能

・愛が語れるような素敵な喫茶店が欲しい。 ・カフェや交流サロンなど市民が交流できる空間を
計画する。

・50席～100席程度のカフェが欲しい。
・ミュージアムショップが欲しい。
・カフェの話が多く出た。小田原市内にはレストラン
などはあるが、カフェは尐ない。演劇の台本をその
場で読めたりアーカイブを見れたり、オープンカ
フェとしてロビーと近い距離に置き、オープンライブ
を行ったりできればよい。

・あまりお金をかけずに文化に触れられるスペース
がほしい。

・ホールの歴史を残したい、という発想はとても興味深
い。

良いのではないか。

創造系機能



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

バリアフリー
・バリアフリーには十分考慮して欲しい ・全体的に弱者に優しいホールということを皆さんと

話し合った。

バリアフリー※ （５班）

・現在、大ホールでは1000席から1200席が想定されて
いるが、1200席の劇場が建設可能なスペースに1000
席のホールを造ることでゆとりという新しい可能性がで
てくるかもしれない。バリアフリーに配慮した施設は今
後注目されると思う。
・5班でまとめられたバリアフリーについての意見は、市
民検討委員の皆さんから出されている機能と、十分に
両立することができる。
・劇場というのは特殊な空間のため、全ての場所に車
椅子で移動することは難しい。しかし、できるだけ多く
の裏回りスペースに車椅子でもアクセスできるようにす
ることが望まれる。
・バリアフリーを全面に押しだすのではなく、さりげな
く、それでいてしっかりとこれまでに検討されてきたこと
に組みいれていくことが望まれる。
・障がいを持つ方の意見を聞く機会は大変に貴重で
ある。今後このような機会を重ね、しっかりと計画を検
証していかなければならない。
・ユニバーサルデザインを取り入れるということは、これ
からの時代の公立文化施設では大変に重要な視点と
なってくる。
・男性トイレにもベビーチェアー・ベビーシートが必要
になってくる。今後、広くユニバーサルデザインについ
て考えていく必要がある。

防災
帰宅難民になった場合の対応ができる職員を配置
したほうがよい。

・自然エネルギーを活用、太陽光パネルを取り入
れ、災害にも強いホールとする。 際の津波である。景観に配慮し高さを抑えるというこ

とを考えつつ、津波への対策を考えるかというが今
後の検討課題となる。

駐車場

・一般観客用にはいらないという意見が多かった。
・利用者が搬入物を安全に簡便に降ろすことのでき
る車寄せのスペースを関係者車両の通路に整備す
ることでうまく流れができるようにし、車両の渋滞が起
きないようにする。
・関係者用の駐車場はきちんと確保することが必
要。

られている。今まで出ている条件から概算台数を
出し、今の敷地にその台数の駐車場ができるかを
検討した方がよい。

者用程度になる考えられる。

る駐車台数。子どもが大型バスで来る場合や、議員
さんなど県の関係のものなどは別扱い。

前庭

・これまでの検討のほとんどが建物に集中している
が、お堀から30ｍセットバックして建物を建てるので
あれば、前の広場を有効に使うことを考えた方がい
い。
・建物の中に全ての活動を押し込むというのは無理
がある。広場を上手く活用し、施設内のウエイトを減
らすことができるのではないだろうか。その議論がさ
れていない。

空き地になってしまう。

・敷地の前庭について、城趾公園や野外イベント
のことも考え、設計段階から検討していただきた
い。

・広場をつくり、ミュージックストリートのような活動
が日常的にできたら良い。

・外で若者が練習し、ある程度のルールが守れるの
であれば、そういったことがまちの賑わいになるので
はないか。

景観

・門からどう見えるのかを重視し、どの程度のス
ペースを開けて整備するのかを早く決めた方がよ
い。

・できるだけ建物高さが低い建物としたい。
ある施設という特長を活かして、中から外の景色
を観る視点もある。お城や海などのビューポイント
を確保してほしい。

在するので、非常に重要である。

･大ホールにスロープが欲しい。
・座席の間にスペースがあると動きやすい。
・車椅子席は前方や後方ではなく、中間くらいにほしい。また、団体で鑑賞できるスペースがあると良い。
・座席を外して車椅子席を設けた場合、床に段差があると不便なのでフラットにして欲しい。
・階段など、暗いと判別が難しいので、照明を設けるなど段差が分かるようにして欲しい。また、滑り止めを設置して欲しい。
・聴覚障がいのある方は、公衆のFAXがあると便利である。
・エレベータの設置は必須である。大きな車椅子を利用する方もいるので、20名以上が乗れるエレベータがあると助かる。
・エレベータについて、中の様子が外から見えるように透明だと助かる。また、文字で「満員です」といった表示がブザーと併用であると良い。
・エレベータはわかりやすい場所に設置して欲しい。
・トイレについて、多目的トイレが2つ程度あると助かる。また、男女共用が望ましい。
・トイレを流す際のバルブの位置について１ヵ所ではなく2ヵ所あると良い。
・トイレの入口は電動で開くタイプが良い。
・トイレの大きさについて、車椅子の大きさが人それぞれなので、大きい方がいい。
・和式や洋式の種別が分かりやすく表示されていることが望ましい。
・トイレのスイッチの設置位置は統一してほしい。視覚障がいのある方は、場所が統一されていないと手探りで探さなければならないことになる。
・字幕はあった方がよい。
・要約筆記のスペースを設けてほしい。
・入口にはスロープを設けてほしい。
・事務室などもバリアフリーにして欲しい。
・エレベータが停止した際の避難経路を考えてほしい。
・地下駐車場があると雤などの場合濡れないので助かる。



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

倉庫

・ピアノを収納する倉庫が欲しい。 ・ピアノ庫は、新しいホールには問題なく計画される。
今後の課題は、ピアノを何台整備するのか、また舞台
までの動線についても検討する必要がある。

事務所

その他

・舞台設備については、様々な意見がだされた。
・舞台技術スタッフには、専門的な人が欲しい。
・商店街との連携を考えていきたい。高円寺の例も
参考にしたいが、小田原市の店舗にアート作品を置
き、イベント化されるような形を考えている。そういっ
たことを行わないと利用者が増えないと思う。
・ホール運営の為の財団を創っていただきたい。
・ガラスで覆われているようなホールが必要なのか。
ホールを利用する時には外光を遮断しているので、
普通の照明を備えればよいのではないか。
・クロークがあると主催者側の負担になるのでいらな
いのではないか。その代わりにお金の返ってくるコイ
ンロッカーを設置して欲しい。
・小田原おもてなし隊のようなチームパフォーマン
ス集団をつくり、定期公演を行っていけたらという
声があった。実際に活動しているところがあるらし
い。

既存施設の運営を行いながら、新しいホールの運
営にあたって欲しい。

お堀端通りになる。いろんなイベントを絡ませようと
しても商店が少ない。施設でイベントなどをしない
と難しい。また商店街との連携も難しいと思ってい
る。

やミーティングルームなど、市民が一般的に使える
ものを整備してはどうか

があったほうがよい。屋外で現代美術などの展示
も可能ではないか。

・全体的に整備コストを極力かけない。
・緊急時に使用できる部屋、救護室、託児室などを
計画する。
・今後の文化政策が明らかでないので意見は分か
れたが、文化政策が決まればそれに従って決めて
いくことができる。

・コストの問題はあるが、色んな意見を出し合い、そ
の中から一番よいものを選択し、あまりコストにこだ
わらないようにした方がよいのではないか。可能な
ものは造っていくという考え方で進めて欲しい。
・ホールの建築音響の考え方、音響設備だけでは
解決できない。特に冬場の厚着はタブーなので、ク
ロークをしっかりと整備してほしい。
・お客さんの中で具合の悪くなった人の為に畳の
部屋があればいいのではないかという意見が出
た。休憩室としてだけではなく、茶室として利用した
りなど、多目的に利用できたらいいのではないか。

・映画会を行いたい。
・小田原の木材をふんだんに使ったホールにした
い。
・遊び心のある建物にしてほしい。
・市民がお金をかけずに文化に触れられる事業や
設備と、きちんと収益がとれる事業の両方とも行い
たい。

・舞台芸術に関心を持たない方々がどうやったら劇場
に足を運んでくれるかが重要である。30％の方が舞台
芸術を好きだという一方で、70％の市民は無関心で
あったり興味がなかったりする。残りの70％の人にどう
やって足を運んでもらうかということを考えると、アーカ
イブスやレストラン、オープンカフェなども整備すること
でその仕掛けになる。また、そのことによって地域に根
差した施設づくりを行なっていくことが、これからの公
立文化施設の大きな役割だと考える。
・市民が利用する施設や機能への関心が高いが、そ
の活動を支える市民が一般には利用しない部分、そこ
が“公の施設”では疎かになりがちである。裏方の機能
もしっかりと整備できないと、市民利用機能は十分に
支えていけない。
・ハードを支えるのはソフトだが、ソフト・運営面だけで
も成り立たない。そのためには裏方部分の機能が重要
になる。
・文化施設が今後どのように変わっていくかということ
を考えてる一方で、舞台芸術の有り方も今後どのよう
に変化していくのかということを考える必要がある。
・これまでの公立文化施設では、大迫、小迫、廻り舞
台、脇花道があるというのが定番だった。しかし、今日
ではそのことだけが必ずしも定番ではなくなってきてい
る。
・舞台芸術の表現スタイルは、どんどん変わってきてい
る。ダンスや映像などでも、舞台芸術の表現が多様に
なってきている。
・これからの「地域劇場」のあり方を考えると、どのよう
な施設にしていくべきかということが尐し見えてくるの
ではないか。

・ソーラーシステムや雤水の再利用を行っていきた
いという案が出た。

が出てこない。新しい施設ができなければできない
わけではない。古いが市民会館やけやきなどの施
設はある。そこを今からどう使うか、すぐに取り組
んだ方が良い。
・市民ホールの諸室は基本的に有料とする。それ
を原則に割り引きなどの対応を考えれば良い。

・現代の建築技術では、コンサートにも演劇にも対応
できるホールを創ることが可能であると考える。
・行政が主導して施設や設備を決めるのではなく、こう
いったひとつの答えの出ない話し合いを重ねるという
ことも重要である。
・今回の検討でバックヤード、裏方部分の議論が進
み、図面に落とした時に「これはどうなってる？」という
ことがないようにしたい。
・有名な建築家だからといって、必ずしも使いやすい
劇場ができるわけではない。こういった話し合いの成
果をきちんと汲み取って計画を進めていくことが大切
である。
・座・高円寺は地下に建物の70％が埋まっている。そ
のため3月11日の地震ではほとんど揺れなかった。ま
た、地下にあるので冬は暖かい。地下を活用したこと
のメリットはあったと考える。そのことから地下に諸室を
整備するのもいい考えだと思う。
・音楽ホールが横浜以西にはないとのことで、是非創
るべきだと考える。ただし、音楽ホールに特化してしま
うと、利用者は全体の30％程度にとどまる。音楽以外
の70％を講演会、演劇、ダンス、その他音楽系と考え
ると、その需要をどうまかなっていくのかという課題があ
る。そう考えると特化しにくい部分はあるのではない
か。

む設計が必要である。
・アートの創造の場として、あとは市民が頑張るという
のは力強く良いと思う。

その他



項目 小項目 1班 2班 3班 4班（機能については他班と同意見） 専門委員コメント

・誰もが100％満足するホールは難しいので、あとは
運営と工夫が必要である。
・何でもできる場所を整備し、その場を活かすという
気概こそが、ホールを活かしていくことになる。
・入るならなんでも入れてほしいが、敷地を考えた時
に入らないのではないか。優先順位の問題・高校生
や若い人がそういう施設を利用することが、このホー
ルの賑わいになる、という意見もあったので、賑わい
創出という目的も合わせて考えたらどうか。
・若者が集まる仕掛けは、何らかの形で考えていきた
い。

の概算が出てくる。

ていくというのは非常に重要な視点。そういった活動
の実践からそれぞれの部屋の使いこなしが出来ると
考える。

新しいホールの機能としてしっかりと盛り込んでいけ
ると良い。
・金沢市民芸術村は旧工場跡を活用し24時間体制で
稼働できる施設を整備している。

ホールの収入は貸館収入と主催事業の入場料収入
がある。かなり優秀なホールでも、年間の管理運営
経費に対して収入で補えるのは30％程。その目標を
持って運営しなければならない。

※障がい者の団体のみなさんで、５班としてワークショップを行った。


